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流通とＳＣ・私の視点

2019 年４月 13 日 
（2019 年６月 28 日修正） 

流通のリアル空間とサイバー空間!! 

 

情報化時代は「リアル空間」（現実の空間）と「サイバー空間」（インターネットが形成する情報空間）の

２つの性格の異なる空間が存在しています。 

流通空間もリアル空間とサイバー空間が存在します。私は流通空間を次のように考えています。 

リアル空間は立地上の違いで「中心街を基点とする流通行動」（ここでの中心街とは、郊外と明確な棲み

分けが可能な超広域Ⅰ型（商圏人口 1,000 万人を基軸とする商業地）、超広域Ⅱ型（商圏人口 400 万人を基

軸とする商業地）と広域Ⅰ型（商圏人口 200 万人を基軸とする商業地）と郊外と中心街の中間的位置づけの

広域Ⅱ型（商圏人口 100 万人を基軸とする商業地））及び「郊外を基点とする流通行動」（中心街以外の郊外

及び地方のエリア）の２つに分類されます。1990 年代以前は、この中心街と郊外の２つの流通空間での流

通行動のみでしたが、2000 年代以後、ネット通販（オンラインショップ）が発展し、今やリアル店舗を脅か

す存在までに成長しています。1990 年代以前はカタログ通販やテレビショッピングや共同仕入等の無店舗

販売は存在しましたが、ここで言うサイバー空間としてのインターネットを駆使したネット通販はありま

せんでした。 

消費者の視点からは、リアル空間での流通行動としての中心街及び郊外（地方含む非中心街）とサイバー

空間での三位一体となっての流通行動が必要であり、この３つの空間により「流通のマーケットデザイン」

（売り手と買い手の最大満足マーケットによるブルーオーシャン流通空間）が可能となります。 

サイバー空間での流通行動もリアル空間での流通行動のようにＳＣ化が進みます。小売業におけるＳＣ

化はアメリカでは売上の 50％、日本でも 25％を占め、流通の覇権業態となっていますが、同じようにサイ

バー空間においてもＳＣ化（ネットモール化）と非ＳＣ化（ネットリテール化）が進んでいます。 

サイバー空間での流通行動 

ネットモール（ネットＳＣ） ネットリテール（非ＳＣネット） 

日  本 

＜スタンダード型＞ 

 楽天市場 

 アマゾン 

 ヤフーショッピング 

 ＺＯＺＯタウン 

＜オーク＆フリマ型＞

 メルカリ 

 ラクマ 

 ヤフオク 

 ペイペイフリマ 

ネットモールへの出店ではなく、独自のサ

イトによるネット通販のＥリテイラー 

中  国 
 Ｔモール（天猫）→アリババ集団 

 ＪＤドットコム→京
じ ん

東
ど ん

集団 

アメリカ 
 アマゾンドットコム 

 イーベイ（eBay.com） 

近未来はリアルＳＣとネットモールのＳＣ業態が35～40％の時代が想定されます。 

(株)ダイナミックマーケティング社
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（ＩＣＴ＆ネット市場編） 

①純粋ネットリテイラー
②ネット・リアル融合リテイラー

・マルチチャネル
・オムニチャネル
・クロスチャネル

③ネットモール（ネットＳＣ）とネットリ
テール（非ネットＳＣ）の融合化

３つの流通空間での流通行動

空間としては別々のかつ性格が異なりますが、機能的には相互補完関係にあり、融合
した形態で行動します。

リアル空間

郊外空間 中心街空間

郊外（地方含む）での
現実社会の流通行動

中心街での
現実社会の流通行動

サイバー空間

ネット空間

Ｅコマースによる
インターネットの流通行動


